
今月の現場

群飛は2、3日でおさまるため「もう大丈夫だろ
う」と思いたくなりますが、羽アリになって外
に出ていくのは、巣の中のごく一部（５％～
20％）のシロアリで、残りは生息を続け、数年
後に別の場所から出てくることがあります。

シロアリは4～7月にかけて巣から飛び出す
習性（群飛）があり、巣の中のシロアリの数が
増えたときや、新たな巣作りのために飛び
出していきます。部屋の中や庭でこの時期に
羽アリを発見したら、かなり発達した巣が
近くにある証拠です

シロアリの種類は世界中に約２５００種類といわれて

おり、日本では２２種類のシロアリが確認されています
そのなかで建築物に被害を与えるのはヤマトシロアリと
イエシロアリで北陸にはヤマトシロアリが生息し、食害
速度はゆっくりです

シロアリの食害によっていきなり家が倒れる
ことはありませんが、柱や土台の継ぎ目を
食べてしまうことで建物を支える力が弱まり、
傾いたり、地震の揺れに耐えきれずに倒壊する
リスクが高まります。

シロアリQ&A

大量の羽アリを目にするとビックリしますが、
羽アリは刺したりせず、病原菌も持っていないので、
落ち着いて殺虫剤をかけて、掃除をしてください。
出来ればサンプルを数匹残していただければ、ご相
談の際、黒アリの羽アリかどうかの判断材料になります

蟻道

畳の表替えをする際に、シロアリの被害に気がつきました。シロアリが侵入する際に
必ず作る蟻道（ぎどう）があり、床下の土台や床板にはかなりの食害がありました

食害のあった土台を切り取り、新しいものに
取り替え、薬剤を注入します

これでもう安心です！

いきなり羽アリが出た～！！

出て行ったし、もういないよね？！

家が倒れるまで食べる？！

羽アリを見つけたら・・・？！


